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Chapter1 エグゼクティブサマリー（要約）

解体・産廃処理業界は、老朽化した建物を安全に解体し、そこから生じる廃棄物を適正に処理・リサ
イクルすることで、新たな土地活用を可能にし、資源を未来へと繋ぐ「地域再生の第一走者」です。
皆様の仕事は、単に「壊す」ことではありません。過去の役目を終えた場所に、新たな可能性という
更地を創り出し、社会の新陳代謝を促す、極めて重要で創造的な役割を担っています。

しかし、その社会貢献性の高さとは裏腹に、皆様の事業環境は今、**「『3K（きつい・汚い・危険）』
のイメージが招く、壊滅的な人手不足と後継者難」「不法投棄を行う悪質業者との、不毛な価格競争」
「最終処分場の逼迫と、アスベスト等に関する規制の超強化」** という、事業の存続基盤を揺るがす、
深刻な三重苦に直面しています。これは、従来の「言われた建物を、いかに安く、早く壊すか」という、
労働集約型の解体・処理モデルが、もはや限界であることを示しています。

この大きな転換点を乗り越え、未来の社会と施主から真に選ばれ続ける存在となるためには、単なる
「解体屋」「産廃屋」から脱却し、解体から生まれる廃棄物を「資源」として捉え、土地の再生までを
見据える **「循環型社会のインフラビルダー」** へと、自らの使命を再定義することが絶対条件です。
本資料では、その再定義を遂げるための羅針盤として、以下の 3つの戦略的視点を深く掘り下げてい
きます。

【脱・価格競争戦略 】
高度な環境・安全管理能力と、再資源化技術を武器に、「解体費用」ではなく「土地の価値向上と、
環境貢献への投資」として評価されるための具体的な価値提供の手法を提示します。

【デジタルと重機の融合戦略】
ドローンや遠隔操作ロボット、そして廃棄物管理システムといったデジタル技術と、現場の重機オペ
レーションを融合させ、安全性と生産性を劇的に向上させる方法を解説します。

【未来を創る組織戦略】
業界のネガティブなイメージを払拭し、若者が「地球の未来を創る技術者」という誇りを持ち、成長
できる新しい働き方を提示。持続可能な事業承継を実現するための具体的な施策を提案します。

本資料は、最新の市場データと循環型社会への移行という大きな潮流に基づき、中小解体・産廃処理
会社の経営者様が、自社のDNAである「現場力」を武器に、大手には真似のできない、未来の価値
を創造していくための実践的なアクションプランを提示することをお約束します。



2-1 市場規模と推移
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Chapter2 業界の市場概況（PEST 分析）

解体工事の市場規模は、建設投資額の一部として約 2兆円規模とされ、国内の膨大な既存建
築物ストック（約 5,000 万戸の住宅、多数のインフラ・商業施設）の老朽化を背景に、解体
需要は今後も底堅く推移します。特に、全国で 850 万戸に迫る「空き家」の解体は、待った
なしの社会課題であり、巨大な潜在市場となっています。

今後の市場は、「いかに安く壊すか」という単純な価格競争から、**「いかに安全に、環境に配慮し、
多くの資源を生み出せるか」** という、技術力と管理能力を問う、質の競争へと完全に移行します。
この変化は、真摯な取り組みを行う専門業者にとって、悪質業者を排除し、正当に評価される絶好
の機会です。

【解体・産廃処理市場の動向と近年の背景 】

年度 主な市場背景市場の状況・動向

2023 年 

2024 年 

2025 年

2026 年 - 予測

改正大気汚染防止法の施行と
アスベスト対策の厳格化

建設業の「2024 年問題」と
人件費の高騰

「空き家」解体への
補助金拡充と市場の本格化

「資源循環」への価値転換と
「リサイクル率」での競争

アスベストの事前調査・報告が義務化され、そのレベルに
応じた適切な除去・処分が厳しく求められるように。専門
知識と管理体制を持たない業者は、市場からの退出を迫ら
れる。

建設業にも時間外労働の上限規制が適用され、人手不足がさ
らに深刻化。職人の人件費は構造的に上昇し、経営を圧迫。

特定空き家の固定資産税優遇の解除など、空き家所有者
に解体を促す政策が強化。自治体による解体補助金も拡
充され、空き家解体市場が本格的に動き出す。

建設リサイクル法がさらに進化し、単なる分別解体だけで
なく、解体で生じた廃棄物をどれだけ再資源化できたかと
いう「リサイクル率」が、業者の評価を左右する重要な指
標となる。廃棄物が「コスト」から「資源（有価物）」へと
変わる。
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2-2 市場の動向（PEST 分析）

Chapter2 業界の市場概況（PEST 分析）

解体業者の経営を規定する、外部環境の変化を分析します。

【PEST 分析】　P：政治的要因　E：経済的要因

中小解体会社が取るべき戦略的対応詳細な影響分析

P 政治
(Political)

E 経済
(Economic)

■建設リサイクル法と各種廃棄物処理法
解体で生じるコンクリート、アスファルト、木材
などの分別と再資源化が法律で義務付けられてい
ます。マニフェスト（産業廃棄物管理票）の不交付・
虚偽記載への罰則も極めて重い。

■空家等対策特別措置法
管理不全な空き家に対し、行政が解体を命令でき
るようになるなど、法的な強制力が強化されてい
ます。 

■コンプライアンスを「絶対的な信頼」の源泉に
法令遵守を事業の最低条件ではなく、最高のブラ
ンド価値と位置づける。電子マニフェストの導入
や、分別・リサイクルのプロセスを写真や動画で「見
える化」し、施主や地域社会からの信頼を勝ち取る。

■自治体との連携強化
自治体の空き家相談窓口と連携し、専門家として
空き家所有者へのアドバイスを行うなど、地域の
課題解決に貢献する。

■最終処分場の逼迫と処分費用の高騰
埋め立てを行う最終処分場は、全国的に残余年数
が逼迫しており、廃棄物の処分費用は、今後も上
昇し続けることが確実です。

■金属スクラップ価格の変動
解体で生じる鉄筋などの金属スクラップは、有価
物として売却できますが、その価格は市況によっ
て大きく変動し、見積もりの際の収益予測を難し
くします。 

■「リサイクル率向上」を最大のコスト削減策に
徹底した分別により、埋め立てに回す「ゴミ」を
極限まで減らし、「資源」として売却できるモノを
最大限に増やす。これが、処分費用高騰時代にお
ける、唯一の利益確保策となる。

■見積もりの透明性とリスク説明
金属スクラップ価格の変動リスクなどを事前に顧
客に説明し、価格のブレ幅について合意形成して
おくなど、誠実なコミュニケーションを徹底する。
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2-2 市場の動向（PEST 分析）

Chapter2 業界の市場概況（PEST 分析）

【PEST 分析】　S：社会的要因　T：技術的要因

中小解体会社が取るべき戦略的対応詳細な影響分析

S 社会
(Social)

T 技術
(Technological)

■「3K」イメージと深刻な人手不足
全産業の中でも、特に人手不足と高齢化が深刻な
業界です。「きつい・汚い・危険」というイメージ
が、若者の入職を阻む最大の壁となっています。

■近隣住民とのトラブルリスク
解体工事は、騒音、振動、粉塵の発生が避けられず、
近隣住民からのクレームやトラブルに発展しやす
い。この対応の巧拙が、企業の評判を大きく左右
します。

■新 3K（給与・休日・希望）と「誇り」の醸成
労働環境を改善し、適切な給与と休日を確保する。
そして何より、「我々の仕事は、街を再生し、地球
の資源を守る、誇り高い仕事だ」というミッショ
ンを、全従業員で共有する。

■「感動的な近隣対応」の標準化
工事前の丁寧な挨拶回り、毎日の清掃、工程の分
かりやすい掲示、低騒音・低振動工法の採用など、
近隣住民への配慮を、他社が真似できないレベル
で徹底する。これも重要な技術の一つ。

■遠隔操作・自律運転重機の開発
危険な場所での作業を、安全な場所から遠隔操作で
きる重機や、AI による自律運転技術の開発が進ん
でいます。

■ドローンによる事前調査と施工管理
ドローンを使えば、建物の全体像や、隣接状況、劣
化具合などを、安全かつ正確に、3次元データとし
て把握できます。

■最新技術への情報感度と、部分的な導入
高価な最新重機をすぐに導入できなくとも、ドロー
ンによる事前調査や、クラウド型の施工管理ツー
ルなど、低コストで始められるDXから着手し、生
産性と安全性を高める。

■リサイクル施設への投資
長期的な視点で、解体現場での一次分別だけでな
く、自社の中間処理施設で、より高度な選別・再
資源化を行うための設備投資を検討する。これが、
未来の競争力の源泉となる。
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2-3 地域・専門性別の動向や格差

Chapter2 業界の市場概況（PEST 分析）

解体業は、その土地の建築物の特性に、事業内容が大きく左右されます。

■都市部
【特徴】
隣接建物との距離が数センチという、狭小地での解体が中心。高度な技術と、緻密な安全管理、
そして徹底した近隣配慮が求められる。

■地方・郊外
【特徴】
木造の空き家解体が中心。アスベスト含有建材が使われているケースも多く、その専門知識
が問われる。

■専門特化型

【特徴】
RC（鉄筋コンクリート）造のビル解体、プラントや工場の解体、内装解体（スケルトン工事）、
アスベスト除去専門など、特定の構造物や工法に特化。それぞれに、全く異なる技術と許認可、
そしてリスク管理が求められる。

自社の重機や、人材、そして経験が、どの分野で最も強みを発揮できるのか。この「専門性」
を明確にすることが、価格競争から抜け出し、指名されるための第一歩です。
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解体業界は、建設業界のサプライチェーンの一部であり、多層的な下請け構造が特徴です。

■トッププレイヤー（スーパーゼネコン・大手ハウスメーカー）

大規模な再開発プロジェクトや、自社で建てた住宅の建て替えなど、元請けとして工事全体を管理。実際の
解体作業は、下請けの専門業者に発注する。

【強み】
プロジェクト全体の主導権と、強力な発注力。

■ミドルプレイヤー（中堅ゼネコン・専門解体業者）

【ビジネスモデル】
ビルやマンションなど、中規模な解体工事を元請けとして受注。自社で施工管理を行い、一部の作業を二次
下請けに発注する。自社でリサイクルプラントを持つ企業も多い。

【強み】
 高い専門性と、プロジェクトマネジメント能力。

■スモールプレイヤー（大多数の地域密着型解体・産廃業者）

【ビジネスモデル】
元請けや二次下請けとして、木造家屋の解体や、内装解体などを手掛ける。社長自身が、
重機のトップオペレーターであることがほとんど。

【強み】
高い機動力と、地域での人間関係。

【課題】
元請けへの依存度が高く、価格交渉力が弱い。コンプライアンスや安全管理に関する知識が不足している
場合がある。

業界の動向
これまで元請けに依存していた中小企業が、Webマーケティングを駆使して、施主から直接仕事を受注する
「元請け化」の動きが活発化しています。これにより、利益率の向上と、自社ブランドの構築が可能になります。

Chapter3 主要プレイヤーと業界構造
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中小解体・産廃処理業者の経営者が抱える課題は、その仕事の社会的重要性とは裏腹の、「報
われなさ」と「将来への不安」にあります。

【課題の本質 1】利益が出ないのは、「不誠実な競争」と「価値の価格転嫁の失敗

■「安かろう、悪かろう」との戦い
廃棄物を不法投棄したり、必要な分別をせずに処分費を浮かしたりする、一部の悪質業者と
同じ土俵で、価格競争をさせられる。真面目に、誠実に仕事をするほど、コストがかかり、
価格で負けてしまうという、深刻なモラルハザードに直面しています。

■「安全・環境」という、見えない価値への値付け
徹底した安全管理、丁寧な近隣対応、高いリサイクル率。これらはすべて、顧客と社会にとっ
て、極めて高い価値です。しかし、その価値を、見積もり金額に、自信を持って、論理的に
上乗せできていません。

【課題の本質 2】集客ができないのは、「下請け根性」からの脱却不能

■「仕事は、元請けから降ってくるもの」という思い込み
長年の下請け構造の中で、自ら仕事を取りに行く、創り出すという、マーケティングの発想
が完全に欠落しています。

■社会からの「見えなさ」
どんなに素晴らしい技術を持っていても、どんなに環境に貢献していても、それを社会に伝
える努力をしなければ、誰にも気づかれません。Webサイトはあっても、更新されず、自社
の哲学や想いが全く語られていません。

Chapter4 経営環境と課題
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【課題の本質 3】人が来ない・育たないのは、「仕事の誇り」の欠如

■「3K」というレッテルへの甘んじ
自社の仕事を、「きつい、汚い、危険」だと、経営者自身が諦めてしまっている。その仕事が、
街の再生や、地球の未来にどう繋がっているのかという、ポジティブな物語を、若者に語れて
いません。

■「見て盗め」という、最も危険な指導法
安全管理や、重機の操作といった、一歩間違えれば大事故に繋がる技術を、体系的な教育では
なく、個人の経験と勘に任せてしまっている。これでは、若手は不安で、成長もできず、辞め
ていくのは当然です。

【課題の本質 4】事業が続かないのは、「親方の個人商店」の限界

■社長が、スーパーマン
誰よりも早く現場に行き、誰よりも重機を巧みに操り、誰よりも役所と渡り合う。社長の超人
的な能力で、会社が成り立っています。社長が倒れれば、会社も終わります。

■引き継ぐべき「仕組み」の不在
後継者は、社長の「腕」や「人脈」を引き継ぐことはできません。引き継ぐべきは、安全管理
のチェックリスト、重機のメンテナンスマニュアル、顧客管理のデータベースといった、誰が
やっても一定の品質を担保できる「事業の仕組み」です。

Chapter4 経営環境と課題
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この厳しい現実の中から、未来の社会に真に必要とされ、尊敬される、新しい解体・産廃処理
業の姿が生まれています。

■「資源循環」を核とした、サーキュラー・エコノミー事業

【具体例】
解体で出たコンクリートガラを、自社のプラントで破砕し、再生路盤材として販売。廃木材を、
チップ化してバイオマス発電の燃料として供給する。解体から再資源化までを一気通貫で行う。

【ポイント】
解体工事の「請負費用」と、再資源化物の「売却益」という、二つの収益源を確立。廃棄物を、
コストからプロフィットセンターへと転換します。

■「空き家問題解決」のワンストップ・サービス

【具体例】
空き家の所有者に対し、家財の遺品整理から、解体、アスベスト除去、そして解体後の土地の
売却（不動産会社と連携）や、駐車場としての活用提案まで、あらゆる選択肢をワンストップ
で提供する。

【ポイント】
単なる解体業者から、所有者の悩み全体に寄り添う「課題解決コンサルタント」へと、その役
割を拡張します。

Chapter5 新たな潮流
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■「環境コンサルティング」への展開
【具体例】
大規模な工場やビルの解体を計画している事業者に対し、解体工事そのものだけでなく、事前
の「アスベスト・土壌汚染調査」や、廃棄物処理計画の策定、行政への届出といった、上流の
コンサルティングを有料で提供する。

【ポイント】 
 工事の受注競争が始まる前の、最も早い段階で、専門家として顧客との信頼関係を築き、優
位なポジションを確保します。

■「デコンストラクション（分別解体）」による、高付加価値化

【具体例】
古民家の解体において、貴重な梁や柱、建具などを、再利用可能な「古材」として、丁寧に手
作業で取り出す。それを、新たな建築物や家具の材料として、設計事務所や工務店に販売する。

【ポイント】
壊すスピードではなく、資源を活かす「丁寧さ」を価値とする。文化的な価値を未来に繋ぐ、
極めて付加価値の高いビジネスです。

Chapter5 新たな潮流
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これまで「現場」と「口コミ」が全てだった解体業者にとって、AI は、その社会貢献性とい
う「見えざる価値」を、未来の施主が抱える「不安」を解消する「信頼の証」へと変換する、
最強の広報・マーケティング責任者となります。

1. AI による「施主の不安」を払拭する、誠実なコンテンツマーケティング

【課題】
ホームページを見ても、料金も、工事内容も、よく分からない。
「怖い会社」だと思われているかもしれない。

【STEP1】施主が抱える「恐怖」や「疑問」を AI にリストアップさせる

【STEP2】その「不安」の一つひとつに、専門家として誠実に答える記事を AI と共作する

Chapter6 AI の活用について（中小企業でも実施可能なマーケティング分野）

AI 活用シナリオ

プロンプト（AI への命令文）例
あなたは、実家の解体を初めて検討している、40 代の一般の会社員です。解体業者
を探す際に、不安に思うことや、インターネットで検索するであろうネガティブな
キーワードを 20 個挙げてください。

プロンプト（AI への命令文）例
上記の不安のうち、「解体工事 追加費用」というテーマで、「なぜ追加費用は発生す
るのか？優良業者が行う、追加費用のない安心な見積もりのポイント」と題したブ
ログ記事の構成案を作成してください。地中埋設物などのリスクを、正直に、分か
りやすく解説してください。

AI の回答（キーワード例）
「解体工事 追加費用」「解体業者 トラブル 近隣」「解体費用 相場 高い」「アスベスト 
飛散 大丈夫」「不法投棄 業者 見分け方」「解体工事 騒音 クレーム」…

【効果】
AI を使って、顧客が最も不安に思っていることを、先回りして、専門家として誠実に解説す
るコンテンツを量産する。これにより、Webサイトが、単なる営業ツールから、「業界の健
全化を目指す、信頼できる情報源」へと変わります。問い合わせの段階で、すでに価格以外
の「信頼」という土俵で勝負できるようになります。
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2. AI による「価値」を伝える見積もり提案

【課題】
見積書が、「木造家屋解体工事一式」という一行だけで、他社との違いが全く伝わらない。

【見積書に添える「安心宣言」の作成】

AI 活用シナリオ

プロンプト（AI への命令文）例
当社の強みは、「徹底した安全管理と、感動レベルの近隣対応」「高いリサイクル率によ
る環境貢献」です。この 2つの強みが、お客様にとってどのような「価格以上の価値」
があるのかを、見積書に添える短い文章として、心を込めて作成してください。

AI の回答（紹介文例）
【私たちが、お約束する「価格以上の価値」】
1.「ご近所様への、感動レベルの配慮」で、お客様の精神的なご負担をゼロにします。 
解体工事は、お客様にとって、ご近所付き合いの正念場です。私たちは、工事前の
丁寧なご挨拶、毎日の清掃、低騒音工法を徹底し、「〇〇さんの業者さんは、本当に
素晴らしいわね」と、逆にご近所様から褒められるレベルの現場管理をお約束します。

2.「徹底した分別・リサイクル」で、お客様を、地球の未来への貢献者にします。 私
たちは、解体で生じた廃棄物の 95%以上を、新たな資源へと再生させます。お客様
が、この解体を通じて、未来の子供たちのために、豊かな地球環境を繋ぐ一助とな
ることを、お約束します。

【効果】
AI を使って、自社の「当たり前」のこだわりを、顧客の「心」に響く「価値」へと翻訳する。
これにより、見積書が、単なる価格の提示から、自社の哲学と安心を伝える、
強力なコミュニケーションツールへと変わります。

Chapter6 AI の活用について（中小企業でも実施可能なマーケティング分野）
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解体業は、もはや「終わり」を司る産業ではありません。新たな「始まり」を創造し、資源を
未来に繋ぐ、循環型社会の最前線に立つ、誇り高き産業です。その誇りを、持続可能なビジネ
スとして次世代に繋ぐため、実践すべき 5つの具体的なアクションプランを提言します。

1. アイデンティティの変革：「壊し屋」から「地域と資源の再生プロデューサー」へ

【アクションプラン】
自社のミッションを「安全な解体技術と、高度な再資源化を通じて、地域の豊かな未来を創造
する」と再定義する。

全ての現場で、リサイクル率の目標を設定し、工事完了後、施主に「資源循環レポート」とし
て提出することを標準サービスとする。

2. ビジネスモデルの変革：「工事請負（フロー）」から「コンサルティング＆ワンストップ（ストック）」へ

【アクションプラン】
「空き家」に関するあらゆる相談（解体、リフォーム、売却、管理）に応える、地域のワンストッ
プ相談窓口を立ち上げる。

事前調査（アスベスト、地中埋設物）や、各種行政手続きの代行を、工事とは独立した「コン
サルティングサービス」として有料で提供する。

3. 現場プロセスの革新：「経験と勘」から「テクノロジーとデータによる、絶対安全」へ

【アクションプラン】
ドローンによる現場調査を標準化し、安全で、客観的なデータに基づいた施工計画を立案する。

クラウド型の施工管理ツールを導入し、現場の状況、安全パトロールの記録、マニフェストな
どを、全社員がリアルタイムで共有できる体制を構築する。

Chapter7 今後の展望と提言
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4. 人材戦略の刷新：「3K」から「誇り・貢献・可能性（新 3K）」へ

【アクションプラン】
若手社員に、重機の操作だけでなく、ドローンの操縦、CADによる施工計画、そして顧客へ
のプレゼンテーションといった、テクノロジーとコミュニケーションのスキルを習得する機会
を提供する。

自社の SNS で、若手社員が最新の重機を操り、街を再生していく、ヒーローのような姿を積
極的に発信する。「憧れの職業」としての、新しい解体技術者像を、自ら創り上げていく。

5. パートナーシップ戦略の構築：「一社単独」から「地域再生アライアンス」へ

【アクションプラン】
地域の不動産会社、工務店、リフォーム会社、司法書士、そして自治体と、強固なパートナー
シップを構築する。

自らがハブとなり、「空き家」という地域の課題に対し、それぞれの専門家が連携して、最適
なソリューションをワンストップで提供できる「地域再生チーム」を組成する。

古いものを壊さなければ、新しいものは生まれない。皆様の仕事は、未来への、最も力強い一
歩です。本資料が、貴社がその誇り高き使命を、揺るぎないビジネスとしての成功へと昇華さ
せ、未来の地域社会に、美しい更地を届け続けるための一助となることを、心から願っており
ます。

Chapter7 今後の展望と提言
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